
　

北
口
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
債
権
の
処
理
に
つ
い
て
も
、

議
会
等
に
お
い
て
多
く
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。

　

新
た
な
再
開
発
事
業
は
、

関
係
権
利
者
が
事
業
に
協
力

す
る
と
い
う
意
思
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
事
業
化
が

実
現
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

き
た
も
の
と
考
え
る
。

　

老
朽
化
し
た
建
物
の
解
消

や
環
境
整
備
を
含
め
た
新
た

な
再
開
発
事
業
の
早
期
実
現

は
急
務
で
あ
り
、
今
が
北
口

　

伊
勢
原
市
政
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
役
割
を
発
揮
し
た
か

ど
う
か
が
問
わ
れ
る
１
年
で

あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
市

に
は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
比
歳
入
、
歳
出
と
も

に
増
と
な
っ
た
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

市
税
収
入
が
減
収
と
な
っ
た

影
響
が
、
市
民
に
直
結
す
る

事
業
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　

今
こ
そ
、
住
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
実
行
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
反
対
の
意
見
を

表
明
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
打
撃
を

受
け
た
市
内
業
者
に
向
け
て
、

小
規
模
事
業
者
臨
時
給
付
金
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
な
ど
経
済
対
策
を
行
っ
た

こ
と
や
、
教
育
現
場
で
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
整

備
、
学
校
施
設
感
染
予
防
対

策
事
業
費
と
し
て
、
校
内
の

共
有
部
分
の
消
毒
作
業
を
行

う
な
ど
十
分
評
価
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
通
院
に
係
る
小

児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢

の
拡
大
、
中
学
校
給
食
全
校

実
施
に
向
け
た
配
膳
室
の
整

備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
、
総
合
運
動
公
園
の
再
生

修
復
整
備
な
ど
、
直
面
す
る

諸
課
題
に
対
し
着
実
に
事
業

の
推
進
を
し
た
こ
と
を
評
価

し
て
、
令
和
２
年
度
決
算
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

市
独
自
の
取
り
組
み
で
は
、

小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る

給
付
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
、
発
熱
外
来
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
支
援
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

妊
婦
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
支
給
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
市
民
生
活
、
事
業
活
動
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
施
策
が
実
施
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
の
影
響
の

長
期
化
も
見
据
え
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
な

ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
た
感
染
機
会
の
削
減
に

寄
与
し
た
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努

め
る
点
を
評
価
し
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最

大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
適

宜
補
正
予
算
を
編
成
し
た
。

　

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
、

暮
ら
し
を
支
え
る
、
地
域
経

済
を
立
て
直
す
、
危
機
に
強

い
ま
ち
を
創
る
の
４
つ
の
柱

の
下
、
小
中
学
校
児
童
生
徒

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
や
、
市
庁
舎
等

ト
イ
レ
手
洗
い
場
の
自
動
水

栓
化
、
新
た
な
災
害
対
応
ス

タ
イ
ル
の
構
築
、
公
共
料
金

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推

進
等
、
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成

討
論
と
す
る
。

　

令
和
２
年
度
の
事
業
施
策

で
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
中
学
校

給
食
導
入
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ

の
整
備
、
小
中
学
校
に
お
け

る
全
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
原
大
山
イ
ン

タ
ー
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
で
は
、
土
地
区
画

整
理
組
合
設
立
の
認
可
を
得

て
事
業
が
開
始
、
木
質
系
素

材
の
粗
大
ご
み
の
資
源
化
の

取
り
組
み
、
総
合
運
動
公
園

の
再
生
修
復
事
業
、
伊
勢
原

駅
北
口
周
辺
地
区
整
備
事
業

等
が
実
施
さ
れ
た
。

　

第
５
次
総
合
計
画
お
よ
び

行
財
政
改
革
推
進
計
画
が
行

政
計
画
に
掲
げ
る
事
業
、
施

策
を
着
実
に
実
行
し
て
き
た

点
を
評
価
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。
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日
本
共
産
党

　
　
　

　

宮
脇 

俊
彦

反　

対

賛　

成

賛　

成

創　

政　

会

　
　

大
山　
　

学

創　

政　

会

　
　

夛
田　
　

嚴

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
採
決
前
に
、
５
人
の
議
員
が
会

派
を
代
表
し
て
反
対
・
賛
成
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　　

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

安
藤　

玄
一

　

公　

明　

党

　
　

今
野　

康
敏

　

い
せ
は
ら
進
誠
会

　
　

山
田　

昌
紀

　

整
備
を
進
め
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。

　

新
た
な
再
開
発
事
業
で
は

失
敗
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、

し
っ
か
り
注
視
し
て
い
き
、

事
業
関
係
者
が
確
か
な
連
携

と
綿
密
な
協
議
、
議
論
を
重

ね
、
機
に
応
じ
、
議
会
に
進

捗
状
況
を
示
し
、
市
民
に
対

し
て
も
適
切
に
周
知
を
図
る

こ
と
を
願
い
、
附
帯
決
議
に

賛
成
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

本
市
の
玄
関
口
と
な
る
駅

北
口
の
顔
づ
く
り
は
、
誰
も

が
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市

の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生

か
せ
る
玄
関
口
と
し
て
、
重

要
な
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
再
開
発
が
停
止
し
た

ま
ま
の
状
態
で
あ
り
、
前
に

進
め
る
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
来
て
地
元
関
係
者

の
機
運
も
高
ま
り
、
駅
北
口

再
開
発
へ
の
様
々
な
条
件
が

そ
ろ
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

新
た
な
開
発
に
向
け
た
検

討
と
事
業
展
開
が
進
め
ら
れ

て
き
て
お
り
、
さ
ら
な
る
事

業
進
展
に
は
、
残
さ
れ
た
債

務
処
理
を
ど
こ
か
で
判
断
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
時
期

が
今
だ
と
判
断
す
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
附
帯

決
議
を
付
し
て
賛
成
討
論
と

す
る
。

　

多
額
な
債
権
の
放
棄
と
い

う
提
案
は
、
簡
単
に
採
決
で

き
る
内
容
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
会
派
と
し
て
も
数
度
に

わ
た
り
、
関
連
部
署
と
質
疑

を
繰
り
返
し
、
債
権
放
棄
を

避
け
る
対
応
策
、
債
権
放
棄

額
を
減
ら
す
方
途
等
を
提
案
、

確
認
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
働
き
方
改

革
が
行
わ
れ
、
地
方
へ
の
移

住
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

昨
今
、
懸
案
事
項
を
後
世
に

先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
発
展
を
後
ら
せ
る
要

因
に
な
る
と
考
え
る
。
債
権

放
棄
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

駅
北
口
周
辺
の
再
開
発
が
前

に
進
み
、
市
民
に
と
っ
て
の

喜
び
と
な
り
、
本
市
が
様
々

な
方
面
で
発
展
し
、
歳
入
が

増
え
る
事
業
と
な
る
よ
う
念

願
す
る
。

　

以
上
か
ら
、
附
帯
決
議
と

と
も
に
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
豊
か
な

自
然
環
境
が
あ
り
、
恵
ま
れ

た
医
療
環
境
を
有
す
る
本
市

に
と
っ
て
、
移
住
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
今
回
が
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

整
備
と
同
時
に
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
広
く
展
開

し
て
い
け
ば
、
よ
り
本
市
の

財
政
が
潤
う
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
。

　

附
帯
決
議
の
事
項
に
十
分

配
慮
し
て
取
り
組
み
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
等
を
市
民
に
説
明
し

て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

　

前
回
の
失
敗
を
繰
り
返
さ

ず
、
執
行
部
の
大
き
な
責
任

の
下
、
駅
北
口
再
開
発
事
業

を
必
ず
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
原
案
、
附
帯
決

議
に
お
い
て
賛
成
と
し
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
主
導
で

進
め
て
き
た
経
過
も
あ
り
、

事
業
推
進
の
責
任
は
市
に
あ

る
。
会
派
で
も
、
市
の
責
任

と
し
て
け
じ
め
を
つ
け
、
こ

の
不
良
債
権
の
処
理
を
早
期

に
す
る
べ
き
と
訴
え
て
き
た
。

市
民
の
大
切
な
税
金
を
無
駄

に
し
た
こ
と
の
反
省
と
同
時

に
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
と
、

こ
の
教
訓
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

住
民
意
見
の
反
映
や
合
意

形
成
が
行
え
る
市
の
事
業
と

し
て
進
め
、
本
市
の
よ
さ
を

生
か
し
た
も
の
に
し
、
先
を

見
据
え
た
、
身
の
丈
に
合
っ

た
事
業
計
画
に
す
る
な
ど
、

附
帯
決
議
内
容
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

い
せ
は
ら
進
誠
会

　
　

山
田　

昌
紀

　

公　

明　

党

　
　

今
野　

康
敏

　

い
せ
は
ら
未
来
会
議

　
　

橋
田　

夏
枝

　

　

９
月
定
例
会
で
は
、
議
案
第
55
号　

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

の
採
決
前
に
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
賛
成
の
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。
な
お
、
附
帯
決
議
案
２
件
の
件
名
に
つ
い
て

は
、
６
面
の
９
月
定
例
会
の
審
議
状
況
の
※
印
１
・
２
参
照
。

本

案

賛

本

案

賛

成

附
帯
決
議
賛
成

附
帯
決
議
賛
成

　

日
本
共
産
党

　
　

川
添　

康
大

本

案

賛

本

案

賛

成

附
帯
決
議
賛
成

附
帯
決
議
賛
成

　

決　

算

議
案
第
55
号　

権
利
の
放
棄

令和2年度各会計決算総括表

会　　　　計

合　　　　　計

一　般　会　計

2年度決算額
対前年度
伸率（％）

特　

別　

会　

計

公共下水道事業会計

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

用 地 取 得 事 業

国民健康保険事業

440億5,574万1,732円

60億886万3,818円

14億531万6,525円

72億3,020万8,013円

6,645万5,880円

94億7,379万3,689円

682億4,037万9,657円 ー

32.3

-1.62

9.7

1.2

134.6

-4.9


